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【
中
奥
文
化
祭
】

～
中
奥
青
年
部
～

　

10
月
28
日
（
日
）、
中
奥
公
民
館
で
毎
年
恒
例
の
中
奥
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
中
奥
地
区
青
年
部
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

中
奥
青
年
部
と
し
て
出
店
す
る
店
は
毎
年
違
い
、
今
年
は
ポ
ン
菓
子
を
作

り
ま
し
た
。
他
に
は
、
う
ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、
餅
、
野
菜
の
販
売
、
前
回
の

夏
祭
り
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
が
あ
り
、
公
民
館
の

前
に
一
同
に
集
ま
り
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
ポ
ン
菓
子
は
春
祭
り
で
も
よ

く
行
っ
て
い
る
の
で
、
作
業
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
進

み
ま
す
。
来
場
し
て
い
た
盟
友
の
子
供
た
ち
に
、
ポ

ン
菓
子
の
機
械
を
叩
い
て
破
裂
す
る
と
こ
ろ
を
経
験

さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
大
き
な
音
と

一
緒
に
吹
き
上
が
る
湯
気
。
目
の
前
で
見
る
と
迫
力

が
あ
っ
た
の
か
、み
ん
な
び
っ
く
り
し
た
表
情
で
す
。

そ
の
様
子
に
大
人
た
ち
も
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

今
年
も
、
ご
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
ご
協
力

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部　

実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
大
会
】

～
企
画
部
～

★
最
優
秀
賞

　

実
績
発
表
の
部　
　

林
中
地
区　

浅
野　

匡
紀
さ
ん

　

青
年
の
主
張
の
部　

柏
野
地
区　

小
山　

勇
治
さ
ん　

が
獲
得
！

　

11
月
17
日
（
土
）、白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
実

績
発
表
・
青
年
の
主
張
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
に
よ
る
実
績
発
表
と
青
年

の
主
張
は
、
２
支
部
、
2
地
区
の
出
場
が
あ
り

ま
し
た
。

　

審
査
員
４
名
に
よ
る
審
査
結
果
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

　

実
績
発
表
の
部

●
最
優
秀
賞

　
『
伝
統
の
復
活
と
継
承　

そ
の
先
に
見
え
た
光
』

　
　

松
南
支
部
林
中
地
区　
　

発
表
者
：
浅
野　

匡
紀
さ
ん

●
優
秀
賞

　

未
来
に
継つ

承な

ぐ　

～
ア
サ
ガ
オ
で
笑
顔
～

　
　

中
央
支
部　
　
　
　
　
　

発
表
者
：
飯
田　

裕
樹
さ
ん

　

青
年
の
主
張
の
部

●
最
優
秀
賞

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
盟
友
の
私
に
で
き
る
こ
と

　
　

西
南
支
部
柏
野
地
区

　
　

発
表
者
：
小
山　

勇
治
さ
ん

●
優
秀
賞

　

将
来
へ
つ
な
ぐ
バ
ト
ン

　
　

北
星
支
部

　
　

発
表
者
：
上
田　

俊
輔
さ
ん

　

な
お
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞
の
２
地
区

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
１
月
に
行
わ
れ
る
石

川
県
大
会
に
出
場
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
発
表
で
し
た
。
次
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

実績発表の部 最優秀賞の林中地区

青年の主張の部 最優秀賞の柏野地区
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